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わ
が
国
は
、
団
塊
の
世
代
が

す
べ
て
後
期
高
齢
者（
７５
歳
以

上
）と
な
る
２
０
２
５
年
、
わ

ず
か
６
年
後
に
、
５
人
に
１
人

が
７５
歳
以
上
と
い
う
社
会
を
迎

え
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
化
、
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
、
核
家
族
化
、
単

身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

近
隣
住
民
と
の
関
わ
り
合
い
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
頼
み
ご

地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

第
２
次
稚
内
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

私
た
ち
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
感
じ
る「
困
り
ご
と
」に
は
、

福
祉
制
度
や
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
、
地
域
の
助
け
合
い
で

解
決
し
な
が
ら
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ

す
た
め
、「
第
２
次
稚
内
市
地
域
福
祉
計
画
」を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画（
今
年
度
か
ら
５
年
間
）に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
幸
せ
に
繋
が
る
地
域
福
祉
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
を

　

地
域
福
祉
の
主
役
は
、
地
域

で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
自
身

で
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
「
地
域
福
祉
計
画
」を
つ
く
っ

た
こ
と
で
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

一
人
ひ
と
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

市
民
活
動
と
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
、
さ
ら
に

は
福
祉
以
外
の
分
野
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る

こ
と
へ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、
冊
子
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ
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２
３
‐
６
４
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地域住民同士のつながりはもちろんのこと、関係機関や社会　
福祉協議会、行政等、稚内市の誰もが関わり合いつながること
で地域力を高めます。また、福祉以外の分野とつながることで、
地域の活性化に寄与しながら地域生活課題の解決にも同時につ
なげられるような視点で、これからの福祉に取り組みます。

　市内６つの地区で開催した
「地域福祉ワークショップ」に
は、延べ180名もの皆さんの
参加を得て、たくさんの貴重
な意見やアイディアをいただ
きました。また、アンケート
調査などに民生委員・児童委
員をはじめ多くの市民の皆さ
んにご協力いただきました。
　ありがとうございました。

地域の中で困りごとを抱えている人をみつけたり、一人ひとり
が地域福祉に対してできることをみつけたり、関心をもつこと
で稚内市の地域福祉の新たな発見をします。また、地域に不足　
するサービスや新たな需要をみつけ、障がいのある人や高齢者
などの就労や活躍の場の確保につなげていきます。

地域の中で困りごとを抱えている人をみつけたら相談機関へつ
なげたり、福祉に関心をもちボランティアをしたい人などがい
たら活動ができるよう関係機関につなげたりすることで、稚内
市の福祉の輪を広げます。

つ
な
が
る

つ
な
げ
る

み
つ
け
る

1、地域や福祉を「我が事」に変える意識づくりを
　　進めます
　　〇一人ひとりの意識の向上
　　〇福祉教育・学習の推進
　　〇地域や福祉に関心をもつための機会づくり
2、地域や福祉に関わるための多様な交流を促進
　　するとともに活動の拠点や場をつくります

　　〇地域福祉の担い手の交流と連携の促進
　　〇活動の拠点づくり
　　〇気軽に集まれる場づくり
3、地域や福祉の担い手を育て、地域福祉活動を
　　促進します

　　〇地域活動・ボランティア活動の促進
　　〇多様な人材の発掘と育成
　　〇様々な人の活躍の場づくり
4、適切な支援につなぐ仕組みをつくります

　　〇高齢者、障がい者、子育て支援の充実
　　〇生活困窮者、就労が困難な方等への支援の充実
　　〇権利擁護の推進
　　〇地域の中での見守り体制・相談機能の充実
　　〇相談支援機関の連携体制の構築・強化
　　〇福祉サービスなどの情報提供の充実
5、安全で安心して暮らせる環境をつくります

　　〇住みやすい生活環境の整備
　　〇緊急時・災害時対策の充実
　　〇地域における防犯・安全対策の充実
6、誰も自殺（自死）に追い込まれることのない
　　地域社会をつくります

　　〇地域におけるネットワークの強化
　　〇こころの健康づくりを支える人材の育成
　　〇住民への啓発と周知
　　〇こころとからだの健康につながる支援の充実

一人ひとりが参加して

　　　一人ひとりが支え合う

　　　　　笑顔と感謝　あふれるまち

～地域共生社会をめざして～

個人・家族や地域で
できないことを支援

自助
（個人や家族）

共助
（地域住民同士）

【基本理念】

【６つの基本目標】
　

支
え
合
い
・
助
け
合
い
が
あ

ふ
れ
る
地
域
に
近
づ
け
て
い
く

た
め
、
左
の
３
つ
の
基
本
姿
勢

を
設
定
し
ま
し
た
。

と
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
気
軽

に
で
き
る
地
域
の
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
悩
み
を
一

人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
、
虐

待
や
孤
独
死
、
ひ
き
こ
も
り
な

ど
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
く

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
気
づ
か
い

や
支
え
合
い
な
ど
協
力
が
あ
れ

ば
未
然
に
防
げ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

子
ど
も
な
ど
す
べ
て
の
人
々
が

「
支
え
手
」「
受
け
手
」の
垣
根
を

超
え
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
い

く
の
が
、
地
域
共
生
社
会
で
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
我
が
事
」

「
丸
ご
と
」。
誰
か
が
抱
え
る
困

り
ご
と
を
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、

「
我
が
事
」の
よ
う
に
関
わ
る
。

ま
た
、
分
野
、
年
齢
別
に
縦
割

り
だ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を

公助
（行政など）

地域住民同士の支え合いに
　　　より取り組むこと

地域に住む一人ひとりが
　　　取り組むこと

当
事
者
中
心
に「
丸
ご
と
」の
支

援
と
し
て
解
決
し
て
い
く
事
が

で
き
る
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
中
で
、
皆
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が

力
を
出
し
合
え
る
場
を
つ
く
り
、

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
、
地
域
を
一
緒
に
作
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る「
地
域
共

生
社
会
」を
目
指
す
手
立
て
と

し
て
こ
の
計
画
を
作
り
ま
し
た
。

自
助
・
公
助
・
共
助
で
進
め
る

　

様
々
な
生
活
課
題
に
対
し
、

で
き
る
限
り
自
分
自
身
や
家
族

で
解
決
す
る
こ
と
を「
自
助
」、

隣
近
所
の
手
助
け
や
支
え
合
い

で
対
応
す
る
こ
と
を「
共
助
」、

「
自
助
」で
も「
共
助
」で
も
解
決

で
き
な
い
課
題
に
対
し
て
行
政

な
ど
が
行
う
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
解
決
す
る
こ
と
を「
公
助
」と

い
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
自
助
・
共

助
・
公
助
」を
つ
な
げ
、
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。


